
記入してください。

記入方法

注意１

・市内に支店等が複数あり、全店分まとめて処理している場合も、1,000㎡以上ある各建物ごとに計画書

  を作成してください。（ごみの発生量もおおよその割合で構いませんので、建物ごとに算出してください。

  どうしても合算でしか分からない場合は、主たる建物の計画書の「平成　　年度の実績」欄に数量を記

  入し、余白に合算値である旨を記入しておいてください。）

・建物の所有者と使用者が異なる場合（例：封筒の宛名は●●倉庫あてになっているが、△△会社が使

  用している場合など）は、使用者名を記入し、余白部分に封筒の宛名を記入しておいてください。

・建物の所有者とは別に使用者が複数あり、それぞれが独自にごみ処理している場合（例：１階が店舗、

  ２階が医療機関、３階がビルのオーナー住居であり、それぞれ別の業者に委託している場合など）で、

  各使用者の使用面積としては1,000㎡未満になる場合は、提出の対象外となりますので、電話で御連

  絡いただくか、その旨を余白に記入して御返送ください。

注意２

該当する数字に○印を記入してください。

・04 病院　には診療所、歯科診療所等医療機関を含みます。

・10 学校　には専門学校・幼稚園を含みます。

注意４

該当する個所に○印等を記入してください。

・アの場合は委託先の業者名を記入してください。

・オの場合はどのように処理しているのか、現状を記入してください。

注意３

有・無のどちらかに○印を記入してください。

・処理施設については、生ごみ処理機、空き缶プレス機等を設置している場合、記入してください。

・保管場所については、延べ床面積も併せて記入してください。

注意５
注意６

該当する個所に○印等を記入してください。

・Ｑ１で記入したアと同じ業者が処理している場合は、アに○を記入し、該当する資源品目に○印を記

  入してください。別の業者が処理している場合は、イに○を記入し、次の「資源化の状況」欄に、何をど

  の回収業者に委託して資源化しているのか記入してください。

※アとイの品目は原則重複しません。

  ※【参考】　４５㍑（８０㎝×６５㎝）の袋で一杯の場合

　　　・生ごみ　…　約７．５㎏　・紙くず　…　約２．５㎏　・びん　…　約１３㎏　・かん　…　約３．５㎏

　　　・新聞（1/4面２７㎝×２１㎝で高さ３０㎝）の一束の場合　…　約７．５㎏

・紙ごみその他とは、使用済みのちり紙・メモ用紙等、事務室のごみ箱に入っているような ものをいいます。

注意７ 現在使用している再生品・エコマーク商品を記入してください。

注意８ 再生原料を使った商品の製作・販売等があれば記入してください。

・食物残さには、調理くず、残飯、茶がら等を記入してください。

注意１０
資源化を目的として資源回収業者、一般廃棄物収集運搬業者等に回収を依頼した量を記入してください。

飲料自動販売機を設置して発生した空き缶・空き瓶については、設置業者引き取り分も含めてください。

注意９

前年度（提出年の前年の4月1日から提出年の3月31日まで）のごみ（一般廃棄物）の発生量について

・業者委託している社員食堂やテナント等が入っている場合、そこが独自の処理をしている場合は、そ

  こからも処理量を報告してもらい、合算してください。

・排出量を計量していない場合は、おおよその数字でかまいませんので、排出に使う袋の大きさ・回数

  等から積算してください。

注意１３ 資源化ができず、市の清掃工場へ自ら搬入して、焼却処分した量を記入してください。

注意１４ 資源化ができず、その他の場所に出した量があれば記入してください。

注意１１ 資源化ができず、事業所内のごみ処理施設等で処分した量（投入した量）を記入してください。

注意１２ 資源化ができず、一般廃棄物処理業者等に委託したごみの量を記入してください。

注意１７
今後の減量化・資源化計画の内容を記入してください。貴社の取り組みでＰＲしたい点等も記入してくだ

さい。貴社の廃棄物処理関連の計画書等（ＩＳＯ関係資料等）があれば、添付してください。

注意１５ (資源化量÷発生量)×１００＝資源化率（％）を算出してください。

前年度（提出年の前年の4月1日から提出年の3月31日まで）に取り組んだ減量化・資源化等の内容を
注意１６

記入してください。


